
ソフトウェア・アセットへのビジネス・インテリジェンスの提供

ハイライト

IBM Rational Asset Manager

■ サービスのデリバリーを加速し、SOA のライ
フサイクル全体にわたるガバナンスを向上

■ プロジェクトの進行を促進し、アセット・
ベースの開発、ウェアハウジング、およびベ
スト・プラクティスによってイノベーションを
推進

■ 異なるチーム間に確かなコミュニケーション
を提供し、作業のやり直しを軽減

■ リスクを軽減し、コンプライアンスの維持に
必要なコストを削減

効率的なアセット管理の実現 
Rational Asset Manager の開発時アセット・

リポジトリーは、テクニカル・マネージャー、

分析者、設計者、開発者、テスターなど開発

にかかわる全ての役割の方が作成するあら

ゆるアセット（アプリケーション、コンポーネン

ト、サービス、およびパターンなど） を管理

できます。アセットを登録すると、このリポジ

トリーは、アセットに対する統制、分類、アク

セス制御、そして使用頻度を測定します。

Rat ional  Asset  Manager  は、Rat ional

および I B Mのソフトウェアと連携するこ

とができます。例えば、構成管理を行う  

Ra t ional  ClearCase ®や変更管理を行う 

Rational ClearQuest® と、またアセットを

開発する Rational アーキテクチャー管理

製品と連携できます。さらに、本番環境で

稼動中の  S OA アセットを管理するため

に、WebSphere® Service Registry and 

Repository と密接に連携できます。

IBM® Rational® Asset Manager は、チーム

が協力してソフトウェア開発アセットを管理

するソリューションです。この製品を使用す

れば、SOA サービスを含むソフトウェア・ア

セットを整理して管理でき、その設計、開発、

使用頻度を統制できます。IT部門は、ソフト

ウェア・アセットを再利用することにより、開

発コストを調整しながら、次々にソフトウェア

を開発することができ、ビジネスに対する柔

軟性および対応の速さを改善しながら、革新

的なITソリューションを提供できます。

Rational Asset Manager を使用すると、ア

プリケーション開発の生産性は向上し、開発

者はソフトウェア開発に関わるアセットの再

利用が可能になります。例えば、SOA 開発ラ

イフサイクルを通じてサービス・アセットの

作成、検索、追跡を行えます。また、アクセス

権やレビュー承認フローを細かく設定して、

開発メンバーに作業を強制し、監査に対応で

きるよう事前に定義されたプロセスに従っ

て、アセットの整合性および活用度合いをモ

ニターすることもできます。



拡張性のあるアセットの共有と
再利用の実現
今日の企業は、組織内のコンポーネントとア

セットを共有する試みを既に始めています。

企業の多くが、再利用可能なアセットを所有

しているにもかかわらず、それを再利用する

ための効率的な戦略に欠けているのが実情

です。ほとんどの企業では、アセットを追跡す

るために専用のスプレッドシートを使用する

か、またはローカル・ドライブまたは共有ドラ

イブのアセット・ストレージを使った自社製ア

セット管理フレームワークを所有しており、そ

れらすべてが、コンプライアンス上の問題に

発展する可能性を含んでいます。アセットの

数やバージョンが増大したり、チームが世界

中に分散した場合に、スプレッドシートを単純

に拡大するというわけにはいきません。さら

に、カスタムビルトのソリューションは、維持

管理と拡張にコストがかかります。Rational 

Asset Manager は、ソフトウェアを再利用す

るためのスケーラブルでコスト効率の高いソ

リューションです。知的財産の安全を確保し

つつ、ローカル/グローバルを問わず、組織全

体にわたってアセットの定義、作成、共有、お

よび管理を可能にするフレームワークを提供

します。

オープン・ソース・コンポーネント管理の
改善
現在、多くの企業が複雑で多様なオープン・

ソース・コンポーネントを使用しており、企業

全体で、何が、どれくらい使われているかを

把握し、管理することに苦労しています。企

業は、承認されたオープン・ソース・アセットを

検索して見つけ出すための一元的なプロセ

スを必要としています。また、オープン・ソー

ス・アセットを含んでいるアセットを特定する

手法も必要となります。さらにIT部門は、そ

れらのアセットのどのバージョンが、企業の

アーキテクチャーと互換性があるかを提示

する必要があります。オープン・ソース・アセッ

トをいかに管理するかがIT ガバナンスの重

要なカギとなります。

Rational Asset Manager は、承認済みア

セットを検出し、それを理解するために開発

アセットの再利用を促進
Rational Asset Manager はアセット管理

を実現するために、アセットのメタデータに

アセット自体の名前、説明、バージョン、状態

に加え、そのアセットに含まれる成果物の

名前、説明、バージョン、参照先  （または場

所） を定義します。ソフトウェアの品質を向

上しながら開発のコストと時間を削減する

ために Rational Asset Manager はObject 

Management Group （OMG）による業界

標準の  Reusable  Asset  Speci f ica t ion 

（RAS） に準拠しています。この仕様では、

アセットをアセット・ベースの開発の一部とし

て記述しています。また、アセットの構築、使

用、および管理の記述によってモデル駆動

型アーキテクチャーを補完します。Rational 

Asset Manager には、WebSphere Service 

Registry and Repositoryなど、ほかのリポジ

トリーやレジストリーと統合するために必要

な追加のメタデータが含まれ、SOA サービ

ス・ライフサイクルに対する完全なサポート

を提供します。
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Rational Asset Manager のソフトウェア・アセットの開発時リポジトリーには、Web クライアントまたは Eclipse クライアントからアクセスされ、
ほかの IBM ソフトウェアとも連携できます。



参考情報
IBM Rational Asset Manager の詳細につ

いては次のサイトを参照してください。

ibm.com/jp/software/ rational/

者が費やす時間を抑え、開発チームの生産

性を向上させます。また、管理する分散ア

セットの数が少なければ、実働システムのア

セットを管理するために必要な教育コストも

低く抑えることができます。

エンド・トゥ・エンドの
アセット・ライフサイクルの実現
Rat ional  Asset  Manager  は、Rat ional  

ClearCase や Rational ClearQuest などの

開発ツールと統合することにより、サービス・

アセットの開発や保守を容易にします。

Rational Asset Manager は、サービス・アセッ

トの登録時に、それを定義するツール  （ア

セット・タイプおよびレビュー機能） を提供し

ます。例えば、サービスは、テスト・スイート、

テスト・データ、実装、およびインターフェー

スと共に定義する必要があります。また、

Rational Asset Manager では、新しいアセッ

トを作成する時、正しく成果物が登録される

よう、アセット・タイプの定義を強制します。こ

れにより、実装するソースコードを変更した場

合、また不具合を発見した場合、どのサービ

ス・アセットに影響が出るかを特定でき、安心

してサービスを実行環境にデプロイし、サー

ビス・レジストリーへの生成を行えます。

Rational Asset Manager で管理するサー

ビスに対するアセット・タイプ構成に関係

なく、ユーザーが作成するサービス・アセッ

トは WebSphere Service Registry and 

Repository と同期するように設計されてい

ます。Web Service Description Language 

（WSDL）、XML スキーマ定義 （XSD）、また

は XML を含むサービス・アセットの ID は、リ

ポジトリー間の参照を保持するために使用さ

れます。
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サービスは、必要なすべての成果物を含む単一のアセット・タイプとして定義できます。サービスは、必要なすべての成果物を含む単一のアセット・タイプとして定義できます。
あるいは、そのサービスを、サービス・インターフェース、サービス実装、サービス・テストなど、多くの
アセット・タイプに分解することもできます。



お問い合わせは、I B Mビジネスパートナー、製
品販売店、弊社営業担当員または、ダイヤル IBM
（0120-04-1992）へ。受付時間： 月～金9:00～18:00
（祝日12/30～1/3を除く）携帯電話でおかけのお客
様は下記の電話番号でご利用ください。ダイヤルIBM 
03-6220-8002（この場合通話料金はお客様のご負担
となります。）
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IBM Rational Asset Manager の機能および利点

機能 利点

アセットの登録、ダウンロード、

更新、パッケージ化

アセットの種別、属性、アセット間の関連性といった要素に

基づき、アセットを分類できます。アセットへは、Webもし

くはEclipseクライアントからアクセスでき、あらゆる種類

の成果物（ドキュメント類、モデル、ソースコード、DLL、要

件など）をアセットとパッケージ化できます。

セキュリティーとアクセスの

コントロール

グループ、ロール、ユーザー、アセット種別といった詳細な

レベルでの権限設定機能により、アセットを保護します。

検索 カテゴリー、キーワードにより、テキストファイルだけでなく、

Microsoft® WordやPowerPointファイル、ear、war、

zipファイルの中身に対する検索も可能です。

ワークフローとレビュー・ボード レビュー・ワークフローおよび承認ワークフローにより、ア

セットの利用状況をレビューし、追跡し、監視することがで

きます。

メトリクスとレポート アセットの使用状況を追跡し、その結果をアセットにフィー

ドバックしてレポートします。

コラボレーション アセットが変更された時や新しいアセットが利用可能に

なった際に、ディスカッション、eメールやRSSフィードなど

を利用して広範にコラボレートできます。

ユーザー・インターフェース Rational Application Developer、Rational Software 

Architectなどの開発環境と統合できる、Eclipseクライ

アントを提供します。また、Webクライアントを使用すれ

ば、世界中どこからでもアセットへアクセスできます。

プロセス・ガイダンス Rational Method Composerを使えば、アセットベース

開発のガイダンスが利用できます。

アセットのバージョン作成、更新 Rational ClearCase、CVS、Rational ClearQuestおよ

びWebSphere Service Registry and Repository等と

の統合により、運用中のアセットを含む全アセットのバージョ

ン管理が実現します。

SOAガバナンス WebSphere Services Registry and Repositoryとの

統合により、開発から運用にまたがる全アセットに対してリ

アルタイムの横断検索とパブリッシングが可能となります。


